
 

警報発表時（暴風・大雨・洪水・大雪）の対応について 

 

岐阜県立坂下高等学校 

 

岐阜地方気象台から、学校が所在する地域、通学する経路の地域、生徒の居住する地域のいず

れかに各種警報が発表された場合の対応は、以下のとおりとする。  

 

１ 登校前にレベル３以上の警報が発表されている場合 

（１）学校が所在する地域（中津川市）に警報が発表されている場合、下記ア、イに従う。  

ア 始業時刻の２時間前（６時２５分）現在、解除されている場合は、原則通常どおり

の授業を行う。 

イ 始業時刻の２時間前（６時２５分）現在、またそれ以降警報が継続している場合、

解除後の授業の再開、休業等は、校長が決定する。生徒、保護者へは「すぐーる」

にて連絡する。 

 

（２）生徒が居住する地域および通学する経路の地域に警報が発表されているが、学校が所在

する地域に警報が発表されていない場合、（１）のア、イに従う。この場合、学校では

授業が行われるが、当該生徒は公認欠席扱いとする。  

 

（３）ただし、アの場合でも、道路の冠水、河川の増水等により危険な場合や交通機関の停

止、または自宅の被害が著しいなどの場合は、登校しなくてもよい。この場合、生徒は

必ず学校に連絡すること。 

 

２ 登下校中に通学に関わる地域に警報が発表された場合  

（１）警報発表を知った時点で、より安全が確保できる場所で待機すること。学校の方が時間

的・地理的に近く、より安全が確保される場合は登校し、学校に待機してもよい。  

（２）帰宅した場合や一時避難している場合は、担任または学校職員に連絡する。  


